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令和６年度第４回小金井市環境審議会会議録 

 

１ 開催日 令和７年３月４日（火） 

２ 時 間 午前９時３０分から午前１１時０９分まで 

３ 場 所 市役所第二庁舎８階８０１会議室 

４ 議 事 (1) 令和７年度（仮称）小金井市気候市民会議について 

(2) 温室効果ガス排出削減目標について 

５ 報告事項 (1) 令和７年度実施予定の主な事業について 

(2) 小金井市環境報告書（令和5年度版）について 

(3) 次回審議会日程について 

(4）その他 

６ 出席者 (1) 審議会委員 

  会 長 池上 貴志 

  委 員 高田 雅之、土屋  健 

      高木  聡、和田 直人 

      中里 成子、田頭 祐子 

      橋本  修、近藤  豊 

(2) 事務局員 

  環境政策課長  岩佐 健一郎 

  環境係長    高野 修平 

  環境係専任主査 荻原  博 

  環境係主事   石堂 裕賀 

  環境係     阪本 晴子 

７ 傍聴者 ０名 
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令和６年度第４回小金井市環境審議会会議録 

 

 

池上会長   令和６年度第４回小金井市環境審議会を始めたいと思います。 

 まずは、事務局のほうから事務連絡と本日の配付資料等の確認をお

願いいたします。 

高野係長   本日は、お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。

定刻になりましたので始めさせていただきます。椿副会長は大学の公

務の都合もあり、本日は御不在ということで連絡をいただきました。 

 最初に発言の際の注意事項についてです。マスクを着用されている

場合、会議録作成の際にＩＣレコーダーの録音内容が聞きづらくなっ

てしまいます。つきましては、質疑応答等、御発言の際は御自身のお

名前を先におっしゃった上での発言に御協力をお願いいたします。ま

た、できる限り短時間で有意義な審議会となるよう努めてまいります

ので、御協力のほどよろしくお願いします。 

 続いて、本日の配付資料の確認についてです。本日は次第と資料１

から４を机上に配付してございます。資料１としまして令和７年度

（仮称）小金井市気候市民会議について、資料２としまして多摩２６

市地方公共団体実行計画調査票集計結果について、資料３としまして

令和７年度実施予定の主な事業についてというもの。そして資料４と

しまして小金井市環境報告書（令和５年度版）というものをお配りし

てございます。皆様、過不足等はございませんでしょうか。 

 ありがとうございます。なお、前回会議の会議録につきましては、

紙資源削減等の観点から電子メールなどのやり取りとさせていただき

まして、紙では提供してございませんので、こちらにつきましても引

き続きよろしくお願いいたします。 

 事務局のほうからは以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、早速本日の議題に入りたいと思います。 

 議題の（１）（２）、併せて事務局から説明をお願いいたします。 

高野係長   それでは議題１の令和７年度（仮称）小金井気候市民会議について

というものと、併せまして、温室効果ガス排出削減目標について説明
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させていただきます。こちらにつきましては資料１と資料２を併用し

て進めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 （仮称）気候市民会議についてということで資料１を説明させてい

ただきます。まず、こちらの市民会議につきましては、昨年来から本

審議会において行いたいということでお諮りをさせていただきまして、

もともとは令和１０年度に開催したいということでお話ししておりま

したが、それだと少し遅いのではないかという声もいただいておりま

したので、令和７年度に第１回目の気候市民会議を開催して、令和１

０年度に第２回目の気候市民会議を開催したいと考えております。 

 今日お配りする資料につきましては、今週末の土曜日、日曜日に、

「環境フォーラム」が小金井 宮地楽器ホールで開催する予定になって

ございます。無作為抽出で選出された方の中から、市民会議に参加し

たいと手を挙げていただいた方や、気候市民会議に参加してみたいけ

れども、まだちょっと内容が分からないので説明を聞いてから参加す

るかどうかを考えたいという方に向けまして、プレ気候市民会議とい

うものを開催する予定になってございます。このプレ市民気候会議の

資料を基に、今回、皆様にお諮りするものになってございます。 

 基本的には、今回お諮りする内容につきましては、今まで御説明し

ていた内容と大きく相違はないんですけれども、来年度から実施予定

ということもございますので、内容もそうですが、環境審議会の皆様

には、気候市民会議で皆様がどういったことを話し合ってほしいか、

気候市民会議に参加する皆様に期待すること、そういったことを皆様

で持ち寄っていただいて、気候市民会議を開催する運びにできればと

考えておりますので、皆様から、忌憚のない御意見をいただければと

思いますのでよろしくお願いします。 

 実施概要については、こちらの気候市民会議に参加される方に説明

する内容になります。 

 対象については無作為抽出で選出された市民を考えておりまして、

自分としてできること、地域でできること等を考えて話し合うための

場として開催を考えているところです。 

 無作為抽出の実施につきましては、令和６年８月に第１回目として

２００人に送付しております。これは諮ってはなかったのですけれど
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も、令和７年２月、再度、新しく無作為抽出をして１５０人に送付し

ました。令和７年５月には、１,５００人規模で送付する予定です。参

加を希望の方のうち、合計３０人程度を想定しております。他市もそ

うなんですけれども、大体２％から３％の方が手を挙げてくれるとい

う想定をしておりまして、実際、昨年８月と今年２月に実施した中で

も、おおむね２％の方が、今手を挙げていただいているような状況で

す。令和７年５月には１,５００人規模で実施いたしますので、恐らく

３０名は超える人数の方から申込みがあるのではないか、と思ってい

るところです。 

 次のページが実施の背景と狙い等についてでございます。左上のと

ころになるんですけれども、冒頭でお話しさせていただいたとおり、

もともと気候市民会議につきましては、第３次小金井市環境基本計画

の改定見直し開始を令和１１年度にする、その１年前である令和１０

年度の開催を検討しましたが、気候変動対策は待ったなしの状況であ

るということと、第２次小金井市地球温暖化対策地域推進計画におけ

る温室効果ガス排出削減目標等についても施策の見直しが必要ではな

いかというところもありましたので、今すぐ行動する機運醸成という

部分を図るために、令和７年度に家庭部門での脱炭素化や温室効果ガ

ス排出削減目標等をテーマとした開催を目指すことといたしました。 

 実施のフローについてです。先ほど御説明させていただきましたと

おり、無作為抽出での実施で選出させていただきまして、来週のプレ

気候市民会議で概要を説明させていただきます。来年度につきまして

は、さらにもう１回無作為抽出を実施して、全３回の会議開催を想定

しています。その会議結果、市民提案の取りまとめをして、市として

対応するという形で進めたいと思います。 

 その中で、環境審議会の皆様には令和７年度の環境審議会の回数を

増やさせていただきまして、実施前と実施後について報告をさせてい

ただければと思っております。会議結果に対して、環境審議会で協議

していただきたいと思っております。 

 次の５ページ目、実施内容（案）についてです。こちらも今までお

諮りしていた内容と、今大きく相違はございません。内容としまして

は一応予定として７月から９月に３回実施したいと書いているところ
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です。こちらの気候市民会議開催に向けて、今プロポーザルを実施し

ておりまして、今月末に支援事業者が決定、来月中旬に事業者との契

約という形で進めております。事業者とも話を進めて、日程の決定や

講師の選定を進めていきたいと思っています。今は実施内容（案）と

いう形で示させていただきます。 

 実施内容（案）につきましては、今まで、第３回で示した内容と大

きな相違がございませんので、説明については割愛させていただきま

す。 

 続いて６ページについてです。気候市民会議での検討事項について

です。こちらも今までの資料の中でも説明していますが、このグラフ

が小金井市のＣＯ２の排出量内訳、２０２１年度、最新のデータになっ

ています。こちらが民生家庭部門、家庭部門等から出されるＣＯ２の排

出が市域で５７％という数字になっています。多摩地域全体では右側

の下に書いてありますとおり３９％という数字になっているため、や

はり小金井市の特徴でもある、家庭が非常に多い、企業が多くはなく

て、住宅地という性質もございますので、家庭部門が非常に大きな数

字となっていますので、右側に書いています気候市民会議の中で検討

する範囲としましては、大きくは家庭での電気とガスの使用に伴って

排出されるＣＯ２削減を中心に検討したいと考えているところです。 

 続いて７ページです。温室効果ガス排出削減目標についてです。こ

ちらも審議会の中で議論させていただいた内容となりますので、説明

については割愛させていただきますが、現状としては、国の２０２１

年、令和３年１０月策定の地球温暖化対策計画では、２０１３年度比

で４６％削減目標。これに対して、本市小金井市の計画の中では、２

０１３年度比で２６％削減という少し低い数字となっています。こち

らは今までも説明しているとおりではありますが、国の改定する前の

計画の数字に合わせて数字の策定、目標を設定していましたので、数

字上は少し低い数字になっています。 

 続いて８ページです。温室効果ガスの排出削減目標についてです。 

 現行の政府実行計画では２０１３年度比を目標としておりますが、

２０３０年度に５０％削減、地球温暖化対策計画の見直しを踏まえま

して、２０３５年度に６０％削減、２０４０年度に７３％削減という、
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新たな目標を設定しております。国のほうでも非常に野心的な計画を

立てられているところもありますので、それと比較してしまうと、小

金井市が立てている目標が今、２６％となっておりますので、こちら

についても、数字を追っていくことだけをしないということで、環境

審議会で御議論いただいているところではあるんですけれども、やは

り、まずは目標数値を見せないことには、市民、事業者さんの皆様に

対しても、市が一丸としてやっていくところも表しづらいのかなとい

うところもございますので、国の計画や、ほかの市区町村の計画の数

値も併せて考えながら、来年度、地球温暖化対策計画の中間見直しを

実施したいと考えているところでございます。 

 最終的に、右側に書いてありますとおり、２０５０年のカーボンニ

ュートラルという長期目標につきましては国も市も同じではあります

が、国の計画に近い数値目標を設定すること、施策の展開、来年度ロ

ードマップの作成が必要ではないかというお話しをさせていただきま

す。 

 小金井市の気候変動対策の現状になるのですけれども、こちら以降

については、審議会でも何度もお諮りしている内容になりますので、

内容については割愛させていただきますが、小金井市では気候非常事

態宣言を発出したり、様々な補助制度を実施しております。住宅用新

エネルギー機器の普及促進補助金につきましては、非常に多くの方に

利用していただいております。例えばこちらのグラフ、令和６年度に

つきましては、令和５年度比で６０％増額したにもかかわらず、７月

末に上限に達するなど、家庭における省エネ意識が非常に高いことが

伺えます。来年度につきましても１,６００万円規模から２,０００万

弱規模で予算要求していまして、こちらが議決されれば約２０％増額

になります。約２,０００万弱規模になりますと、多摩地域の中でもか

なり上位の金額になります。金額の多い少ないで順位を争っているわ

けではないんですけれども、小金井市としてかなり力を入れている施

策になるのではないかと思っているところです。 

 この住宅用新エネルギー機器の、例えば太陽光発電をした場合、杉

の木の年間吸収量に換算すると、このぐらいの削減効果になりますよ

というような、分かりやすい数値でお示しをさせていただいておりま
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す。 

 続いて１２ページ、省エネチャレンジ事業になります。こちらは令

和３年度に開始したもので、電気やガスの消費を削減することを目的

に、家庭や事業所が、エネルギー消費の削減にチャレンジする取組と

して実施しています。省エネ意識を加速化させるため、令和７年度に

つきましては、今まで参加者数を５０組としていたところを、１００

組に倍増して、施策を展開したいと考えております。 

 １３ページについて、こちらはあくまで理論値となりますので、説

明は割愛させていただきます。 

 １４ページにつきまして、こちらは環境部ごみ対策課の事業になっ

ています。令和５年１０月から、サトウキビの搾りかす等の植物由来

の原材料、バイオマス素材を利用した家庭用ごみ指定収集袋に材料を

導入していまして、年間８万６,０００キログラムのＣＯ２削減に貢献

しています。 

 その他、数字には見えないところなんですが、市としてかなり力を

入れているのが、小中学生未就学児を対象とした環境教育や森林教育、

環境講座を実施しています。数字にはなかなか表れにくいものにはな

りますが、将来を担う世代に環境意識を持って行動してもらうことは

重要だと考えていますので、そういったところは引き続きＰＲしてい

きたいと思っています。小中学生や未就学児の皆様には、ぜひ積極的

に参加していただきたいと考えています。 

 その他、次世代自動車購入費用の補助金や、庁舎の一部にはなりま

すが、本庁舎・西庁舎、環境楽学習館といったところに再生可能エネ

ルギー１００％電力の導入や、普及啓発のためにごみ対策課や環境政

策課の職員が小学校等への出前講座を実施しました。昨年度は民間事

業者や東京ガス株式会社、東京電力パワーグリッド株市会社と、カー

ボンニュートラル実現に向けた連携協定を締結して、様々な施策を展

開しているところです。 

 最後１８ページ、こちらも当たり前といえば当たり前のことにはな

りますが、行政、市民、事業所が力を合わせて脱炭素に取り組む必要

があるというところがございますので、こちらについても行政だけで

は難しいところを参加する市民の皆様に訴えて、一緒にカーボンニュ
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ートラルに向けた施策を展開していければと考えているところです。 

 資料２としまして、地方公共団体の実行計画調査票ということで、

本市も含めた各市の状況をお配りしています。こちらは２６市の状況

になっていまして、一つ一つ見ていくことはしないのですが、特に区

域施策編にありますとおり、小金井市が今、数値としましては、中間

目標として２０１３年度比で２６％削減と数字を書いています。これ

がほかの区域施策編の計画を策定している自治体と比較しますと、低

い数字になってしまっているのが現状です。こういったところもあり

ますので、数字だけを追うことがないように、本審議会の中では議論

をしていただいているところですが、数字を追うことだけではなく、

この施策を展開しながら数値目標を立てて、市民の皆様に訴えていけ

るようなものができればと考えているところです。 

 今回、先ほど冒頭でお話ししましたとおり、お諮りします内容とし

ましては、気候市民会議の皆様にこういったことを望みますであった

り、施策として、気候市民会議の中にこういった講義は取り入れたほ

うがいいんじゃないかというような忌憚のない御意見をいただければ

と考えているところです。 

 １回目の開催が６月末か７月を考えておりますので、その前までに、

環境審議会で詳しいお諮りができるとは思うのですが、現段階でのフ

ェーズというところで状況を説明させていただきました。 

 私からは以上です。 

池上会長   ありがとうございます。それでは（１）（２）、合わせて、皆様から

御意見いただけたらと思います。 

橋本委員   よろしいですか。御説明どうもありがとうございます。数値だけで

はないということではあると思うのですけれども、やはり審議すると

きに、いろいろなデータはすごく大事というのは当然のことだと思い

ます。例えば７ページとか見ると、ちょっと古いんですね。２０２１

年くらいのところまでのデータしかないとか、それから６ページを見

ると、出典からの引用ですけども、これも２１年とか。私が言いたい

のは、できるだけ最新のデータを提供していただいて、それを基に議

論していく方法がよいのかなと思いました。以上です。 

池上会長   ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 
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 近藤委員、お願いします。 

近藤委員   ５ページの実施内容の部分にグループワークが出てくるんですけれ

ども、それは具体的にどういうふうに進めていくことをお考えなのか、

後でお聞かせください。 

池上会長   ほかはいかがでしょうか。お願いします。 

中里委員   ＣＯ２の排出量ですが、やはり私などは、数字で表すよりも杉の木何

本というのは大変分かりやすくて、ああ、これなら納得というような

感じがするんですけれども、ちょっと質問ですが、これ、杉の木に例

えるというのは、環境のこういう問題に関しては当たり前のことなん

でしょうか、それともこの会議といいますか、小金井市で杉の木に例

えて何本ということにしているのですか。 

近藤委員   そこは私が回答します。あまりデータがないんですね。比較的、都

の場合ですと、杉、ヒノキで例えることが多いです。 

       例えばこの辺にいっぱい生えているケヤキがどれくらい吸うとか、

      そういうデータはあまりないですから、多分それで持ってきたと思い

      ます。 

       比較的若い木のほうがＣＯ２を吸うんです。２０年生くらいのが一番

      吸って、人間と同じにだんだんＣＯ２を吸わなくなっていっちゃうもの

      ですから。ですから何年生くらいの杉で計算とか書いてあるといいか

      もしれないですね。 

中里委員   大変分かりやすくありがとうございました。ただ、私などは花粉が

すごい、花粉症も持っているものですから、まず杉、ヒノキというと、

それを聞いただけでもくしゃみが出るくらいなんですが、これは、そ

ういう事情で杉の木となっているわけですね。杉がいかにポピュラー

な木ということなんでしょうね。若い杉の木というと、一番花粉を醸

成するもとのような気がしますので、できれば環境をして、気象を学

んでいる者としては、ほかの木か何か、もっと延焼を抑えるような木

とか、いろいろありますね。人間に有意義な木もありますから、ゆく

ゆくはそういうような形になっていってほしいなとちょっと思ったも

のですから。ありがとうございました。 

池上会長   ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 

田頭委員   意見でよろしいですか。気候市民会議の皆さんに話し合っていただ
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きたいことというお話だったと思いますが、最後に言われたように、

やはり私たちができること。市民と行政と事業者が力を合わせて何が

できるか話し合っていくことが最終的な目標になるんだと思います。

ですので、やはり具体的な何か、行政がこういう取組をしたことによ

って、このくらい何か効果が上がったとか、あるいは今、効果の検証

まではもしかしたらまだ至っていないかもしれないけど、こんな好事

例がありますよと。市民と行政が取り組んでいる事例がありますよと

いうような、そんな具体的な他市の、他地域の好事例なども紹介して

いただくと、議論がしやすい、意見を出しやすいのかなと思いますの

で、ぜひやはり資料提供というか、テーマを決めると同時に、参考資

料をたくさん出していただくということが重要かと思いますので、特

に好事例というところで調べていただければと思いますのでよろしく

お願いします。 

池上会長   ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 

高田委員   よろしいですか。 

池上会長   お願いします。 

高田委員   気候市民会議のテーマとして、ここにあるもののほかに適応策です

ね。適応策もテーマに、今後是非していっていただければいいかなと

いうことと、それからまちづくりの中で何ができるかということと、

それから隣の町と連携して何ができるかということもぜひ市民の方か

らアイデアを出していただくのがいいかなと個人的には思います。そ

れが一つ。 

 もう１点、いつも質問して、ちょっと僕の理解が悪いのかもしれな

いんですけども、単純な質問なんですが、ここに書かれている住宅用

新エネルギーの普及の促進や省エネチャレンジの参加が進めば進むほ

ど、６ページの民生部門５７％の数字に反映されるんでしょうか。そ

こがちょっと分からないんですね。この６ページの数字というのは、

東京都の原単位を多分使っていたように思うんですけれども、小金井

市の固有の元単位ではないですよね、恐らく。ということは、普及率

がどれぐらいですよと。それから予算がどれくらい、補助金がどれく

らい支出しましたよということでバロメーターにはなるんですけれど

も、トータルの６ページの表に反映されないということは、何か一工
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夫が要るんじゃないかなと。今後の課題なのかもしれませんけれども、

まずは直接この数字が反映されるかどうかということをお聞かせいた

だきたいと思います。以上です。 

池上会長   ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 

荻原主査   いいですか。 

池上会長   回答お願いします。 

荻原主査   なるべく新しいデータをということですけれども、これはオール東

京６２市区町村の共同事業体で出していただいているものの数字を使

っているんですけども、東京都の６２市区町村の全部のデータ、各区

市で使っている電気とかガスとか、交通量だったり、それから産業人

口だったりとか、そういうのを全部集めて計算して出しているので、

例年３年くらい遅れたものがデータ、出てくるんですね。なので、去

年の３月、毎年３月にデータをいただくのですけれども、これが、２

１年のが最新のデータで、この３月に次の２２年の数字が出てくると

いう状況になっていますので、どうしても３年くらい遅れてしまうと

いうのは、物すごいデータ量を集計しているので、しかも６２市区町

村のを全部出しているのでしょうがないところがあるのを御理解いた

だきたいです。 

 それから高田委員の、省エネチャレンジなどで、都が新エネをつけ

ることによって、小金井市の市民の人たちの民生部門の数値に反映さ

れるかというところですが、これも当然、市民の皆さん一人一人が、

電気代だとか、ガス代だとかを気をつけるようにするとか、使用量を

減らす、それから新エネ機器ですね。太陽光発電、蓄電池だとか、そ

ういうのを取り付けてもらうことによって、もちろん電気とかガス代

の使用量が減るわけですけれども、そうすると当然、集計する数字に

は載っかってくると思うので、当然ここの数字、割合は減ってくると

考えていますので、そこは反映されるのではないかなと考えています。 

高野係長   では、ほかに御質問がなければ、近藤委員からいただきました、グ

ループワークを具体的にどう進めるのかというところで、グループワ

ークも、家庭でできる、省エネではこんなことがありますよというも

のを、それぞれ班に分かれて、コーディネーターをつけて、コーディ

ネーターがうまく、こんなのどうかなというような形で、うまく引き
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出していく形の運営を考えているところです皆様の意見を、付せんを

使って、それぞれのグループで出てきたワークを発表していただいて、

部門ごとにいろいろ考えてもらって、こういった意見が、考えが出ま

したよというのを皆様に共有するようなやり方を考えているところで

す。 

 また、多摩市さんで行っているグラフィックレコードというような

手法をまねて、うまく絵を駆使しながら、多くの市民の方に見ていた

だけるような形での展開を想定しているところです。 

 あと中里委員からいただきました回答につきましては、近藤委員が

おっしゃっているとおり、５０年生の杉なのか２０年生の杉なのかに

よって、数字が変わることになると思われるのでな今後お示しする際

に、何年生の杉かはお示しできればと思っています。 

 近藤委員からも回答いただいているので、杉でないといけないとい

うものではないんですけれども、環境省やいろいろな自治体でも、杉

の木に換算した場合はというような使い方をしているところもありま

すので、一番分かりやすい表記の仕方かなというところで、使わせて

いただいているところです。 

 田頭委員からいただいた好事例の紹介というところも、確かにこう

いった、ほかの自治体でもいろいろな事例、いろいろな環境に向けた

施策を展開しておりますので、この審議会でも、何年か前にいろいろ

な自治体の事例を紹介しました。それから時期もたっておりますし、

私もほかの自治体のを見て、いいなと思う事例がたくさんありますの

で、例えば江東区だったと思うのですけれども、環境検定みたいなも

のを実施していて、自分でウェブで簡単な検定をして、点数が何点で、

その点数かポイントによって何か景品みたいなものをあげているよう

な取組みをしていました。 予算がつくのは難しいかもしれないので

すが、市としても、何かウェブ上で楽しくできるようなものがあれば

いいなと考えています。 

 あと高田委員から、適応策についてもテーマにということで、これ

も従前から課題としていただいているところでありますので、適応策

についてもできる限り、中に入れられることができればと思っている

ところです。ただ今回、３回という実施回数が限られているところも
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あるので、消化不良にならないようにと考えております。どこまで盛

り込めるかはこれから検討したいと思います。 

 あと、まちづくりと、隣の町と何か連携ができないかという御意見

もありましたので、確かにそういった、今は小金井市域だけのことを

考えていたのですが、隣の町はこんなことをやっているという状況も

あると、例えば今思ったところだと、すでに気候市民会議を実施して

いる多摩市さんと日野市さんで、それぞれ別々で気候市民会議を開催

したけれども、それぞれが一緒になって、多摩市と日野市での気候市

民会議みたいな形を今年度は実施しているというような事例もありま

したので、そういった市域を超えての連携も、令和８年度以降にはな

ってしまうかとは思うのですが、何かできればいいのではないかと思

ったところです。 

 御意見いただきましてありがとうございます。私からは以上です。 

池上会長   ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

近藤委員   ありがとうございました。今、先行事例で動いている多摩市と日野

市が今度、一緒になって動いているというお話があったのですけども、

もともと多摩市と日野市と稲城市はＪＡが一緒なんですね、東京みな

みという。ＪＡの中でも人事異動とかして、結構ぐるぐる回っている

ものですから、お互いに仲がいいというのもあるものですから、それ

を参考にすると、こちらは、例えばＪＡで言うと、三鷹、武蔵野、小

金井、小平、国分寺までが、むさしというＪＡでつながっていますか

ら、そういうＪＡ単位で動くというのも１つの参考になると思います

し、それから一緒にごみを処理している国分寺市さん、日野市さんと

やるとか、そういったこともいろいろ考えられるんじゃないかなと思

います。 

池上会長   ありがとうございます。高木委員、お願いします。 

高木委員   割合の問題で、民生家庭部門が多いと。多摩エリアの中でも多いと

いうことなので、これはあまり暦年で出してもそんなに意味がなくて、

この中でどのくらい減らしていくかということの数値が大事なのかな

と思うんですけど、先ほどちょっと話があったとおり、１年に１度デ

ータが出てきているのであれば、市のほうはもう作って持っているか

もしれないので、市民会議なのか、この場なのか分からないですけど、
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そういう１年ごとにどう減っていることと、その後ろにある小金井市

の施策、民生家庭部門における施策の実行具合とか、資金の使われ具

合とこの増減というかが分かるような資料があると、少し発想が浮か

ぶのと、もしかすると、ここであえて出しているのは、民生家庭部門

が一番、実は対策だったり、いろいろなものが、行政としては行いづ

らくて、でもそこが一番多いから、減らす割合がどうなんだというこ

とを掲げるのであれば、そういうことがもう少しイメージできる何か

があったほうがいいのか。さっき言った暦年のなんかがあると、実は

それ以外の部分は着実にこうなっているんだけど、ここだけはいろい

ろ策を打っても動かないなみたいな資料がつながってくるのかなと思

いまして、改めてこの資料を見たときに、私が初めてもし市民会議に

出るとしたら、そういうことが気になるだろうなと思ったので出させ

ていただきました。以上です。 

池上会長   ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 

和田委員   今のお話の続きで、確かに小金井市さんのＣＯ２の排出量の内訳をみ

ると、やっぱり特徴的なのは家庭部門からの排出ということで、先ほ

どデータで、電気とガスくらいまではあるという、もしお話であれば、

電気とガスの割合も、市民の方に考えていただく材料として見せたほ

うがいいんじゃないかなと思いました。電気であればエアコンと冷蔵

庫という話になりますし、ガスであればお風呂と料理みたいなところ

になってきて、どうしてもＣＯ２を減らしやすいのはどっちかといった

ら電力のほうになってきますから、じゃあ電力のほうで減らすといっ

たら太陽光発電がいいんだよとか、熱というのはＣＯ２を減らすのは非

常に難しいので、そっちは難しいですよとか、何か議論が盛り上がる

ような材料をできるだけ出したほうがいいのかなと思いました。 

 あと１つ、民生家庭部門が大きいという中で、先ほど、補助金の話

があったと思うんですけれど、あれが本当に地に足のついた着実なＣ

Ｏ２を減らせるやり方だと個人的には思ってます。小金井市さんの予算

で２,０００万円というお話あったんですけど、我々ユーザー側からす

ると、小金井市さんだけじゃなくて、東京都の補助金もありますし、

環境省さんの補助金に、最近だと断熱窓の補助金も出ていますので、

どうやったら補助金を取りながら家庭のエアコンを買い替えるだとか、
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窓を二重化できるだとか、意外とそれ、すごく、分かりづらくて、ど

うすればお得に買い替えられるかというところが、市民からすると課

題なので、あんまり見たことないんですけど、例えば補助金を取る手

順書とか、作れるか分からないですけど、そういう手引書みたいなも

のをみんなで作ろうとか、何か知ってる方もいるかもしれないですし、

できるだけ地に足のついたアウトプットを出して、最後、ＣＯ２のロー

ドマップに盛り込んでいくという作業が最終ゴールだと思いますので、

そういったことを議論、是非していただければと思います。 

池上会長   ありがとうございました。高木委員どうぞ。 

高木委員   先日私、府中市で健康セミナーというのをやって、その健康セミナ

ーというのは、メインは、寒い家に住んでしまうと循環器系の疾患が

冬場だけすごく高くなって、家の中の講話ということで、話をする中

で、我々は健康な住まい、暮らし方とはどうなのかということからセ

ミナーやっているんですけど、その裏にあるのは、もう一個では、Ｃ

Ｏ２と全くくっついていて、高性能の住宅にしましょうと。新築はもち

ろん今、法律上そうなっていますし、既築のものも改善しましょうと

いう中で話をしていたら、一般の市民の方が、たまたまそこでは補助

金の説明もしたんです、今の話で。補助金の話をしたんですけど、質

問が出て、今、話を聞いて、都と市と国と補助金があるというのを知

りました。業者さんからは、国と市のことは聞いていたけど、都のこ

とを聞いてませんでしたといって、そのことが業者さんのせいになる

ような発言として市民の方から出てたんですけど、本来、申請者とい

うのは個人だと思うんですけど、今のいろいろな施策の伝え方は、必

ずしも市民に直接伝えないで、中間にいる業者さんに伝えれば、業者

さんがビジネスとして伝えてくれるだろう、もしくは、そこから、業

界からやるのが筋だというふうになっていて、結果、もちろんビジネ

スになればいいんですけど、今、申請の手間というのがめちゃめちゃ

多くかかっていて、特に中小、小さい規模の建設会社さんとかは、そ

の申請が、年にずっとあれば、だんだん勉強して、そこに人も入れる

んですけど、何回かやるその手間を、しかもその申請ミスをすると少

しもめごとになって、その分を、補助金は出ないけど、会社が補助を

しなきゃいけないみたいな事実が現実的に起きていたりするので、も
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っと僕は、そこはしっかり、今お話しあったようにしっかり伝える。

補助金のこともそうだし、あと申請そのものも、もっと市民が、直接

利益を得る人がちゃんとできるようにすべきだ。もちろんビジネスで

すから、そこに優位性を持ってサービスするというのはもちろん出て

くるんでしょうけど、そのことの負荷というのを、生産性を下げる部

分をもうちょっと何か、国も含めて、国も都も、市も含めて考えるべ

きだなとすごく思います。すごく現場に負担がかかっている仕組みの

中であれが動いているということはなかなか知られていないので、ち

ょっと今、話が出たので、あえてそれはこう伝えるというところはも

う少し意識してもらえるといいなと思いました。以上です。ありがと

うございます。 

中里委員   関連して補足なんですけれども、昨年エアコンが壊れたときに、大

きな、結構大手だったんですけれども事業者は補助金があることを教

えてくださらなかったんですね。たまたま知って、それを申請したん

ですが、かなり面倒なんですね。ネットでしたらすぐということだっ

たのですが、私は紙ベースでやったんです。あちこちコピーしたりし

て。でもこのくらい出ることで、こんな面倒ならしなくてもいいわと

いう感じだったんですね。今年、給湯器が壊れまして、そうしました

ら逆に、また違う大手の事業者は見積りの際から全部入れてきてくだ

さりました。後からゼロエミか何かで東京都から、はがきで連絡が来

るというような形だったのですが、やはり個人で申請するのであれば、

もっと周知してほしいし、逆に業者さんが専任でやってくださるので

あれば、ある程度の手数料を支払ってでも、それは仕方ないのかなと

思うくらい面倒でしたので、ちょっと補足ですが発言させていただき

ました。 

池上会長   ありがとうございます。土屋委員お願いします。 

土屋委員   補助金のことに関してなんですけども、昨年度も予算が上限に達し

てしまったという話だったんですけども、ここに書いてある、太陽光

なのか燃料電池なのか、どの部分に何件申込みがあってというのが分

かると、市民の意識は、これを替えていったほうがいいのいかなとい

うふうに、目で見てすぐ分かるかなと思ったのが１つと、もう一つ、

この申請件数というのが、既存の住宅に新規でつけるために申請があ
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ったのか、それとも新築分譲のところに一団で申請が来たのかという

のがもし分かれば、ちょっと教えていただきたいです。以上です。 

池上会長   では、事務局。 

高野係長   いろいろと御意見ありがとうございます。まず、高木委員からいた

だきました、具体的な内容が分かるイメージできる何かがあると、と

いうようなお話がありまして、確かにそういったところがあるといい

と思いました。これが和田委員からもありました、民生家庭部門をも

っと細分化したものがあると、資料として、自分たちができるところ

はこれだよと示しておきながら、その細かいところがないと、何？と

いうふうになって、ただ数字が５７％なのと思われてしまう可能性が

高いなと思ったので、そこのところは、もっと細かい数字を出して、

今まではこういうふうに下がってきたよとか、逆に上がってしまって

いる部分もあるよというところを、皆様で考えていただけるような形

で見直しをさせていただきたいと思います。非常にありがとうござい

ます。 

 土屋委員からいただいた件数について、上限に達してしまっていて

というところのお話いただきました。こちらにつきましても、資料の

中ではお示しできていなかったところもありましたので、これについ

ても、気候市民会議にお諮りする際には、もう少し細かいところでの

数字を提出できればと思っております。今日お配りしている環境報告

書の中に、年度ごとに、この件数で申請がありましたというデータも

記載していますので、環境報告書の４５ページを御覧ください。過去

５年間の補助実績を記載しています。こちらは新築かどうか、既存の

ものを換えているものなのかどうかというところまでは記載していな

いんですけれども、各補助メニューがどのくらいの件数があって、数

字が出てきましたよというところは資料としてお示しできるような形

にできればと思っております。 

 新築住宅につきましては、条件がありまして、新築の建売住宅につ

いては補助の対象としていません。新築でも、注文住宅であれば、自

分で注文して、太陽光をつけるので、その内訳をいただければ補助の

対象にしています。令和３年度から始めた断熱窓につきましては、あ

くまで既設の窓を取り換えるときが対象になりますが、他にも条件は
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あるので、それもある程度お示しできるような形で、次回以降に御提

案、御呈示できればと思っております。 

 そういった御意見、ただ数字だけではなくて、メニューごとでどれ

が人気なのか、どれがよく市民の皆様が使われているかというところ

があると、よりよい資料になるかなと思いましたので、御意見どうも

ありがとうございます。 

池上会長   ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 

岩佐課長   補足です。和田委員と中里委員から、補助金の申請を使うときに、

市の補助金、都の補助金と国の補助金ということで、いろいろなとこ

ろが補助金をやっています。市のホームページとかでも連動して周知

はしているところなんですけれども、見せ方を工夫しながらやってい

きたいと思いますし、来年度は気候市民会議ということで、市民の

方々にお集まりいただける機会ですので、そこも分かりやすく、見や

すくというところを念頭に資料等も作っていきたいと思いますので、

また御意見のほど、よろしくお願いします。ありがとうございました。 

池上会長   ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 

近藤委員   今の補助金の件で、先ほど高木委員、中里委員からもお話がござい

ましたけれども、都と国と市を一本化して分かるようなものをつくろ

うということをやっていたんですけど、それぞれが毎年やっているこ

とが違うので分かりにくいんですね。それで、あるときから都として

は、やっぱり消費者の方が買うときに、さっき中里委員からお話しあ

ったように、そこで業者さんが、例えば大手企業さんのように、そこ

で最初から補助金込みのプランをつくってもらったほうがいいという

ことで、そちらをやってるんです。先ほど量販店のお話があったと思

うんですけども、量販店に実は２種類の販売員の方がいらして、その

お店の固有の方と、メーカーから来ている方がいます。メーカーから

来ている方は全国規模で来てるから、例えばＡ市、Ｂ市にどういう補

助制度があるとか分からないんですね。そういうのがあるので、一応

都からも、各量販店には制度、国と都と市の制度が分かるよう説明を

してくださいと言ってるんですけども、きちんと説明ができる人が来

るかは分からないというのもあるところです。 

 今一番それがうまくいっているのが、先ほどお話ありました自動車。
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自動車の場合、電気とか、それから燃料電池車を買った場合は、国か

らの補助がこれだけあります、都からの補助もこれだけあります、で

すので、併せて皆さんは同じ規模のガソリン車程度のお金で買えます

ということも、もうメーカーの方が宣伝に使ってくださっているんで

すね。そうなるとうまく動くんですけども、まだメーカーの、量販店

なんかでそれがちょっとまだ回っていないところがあって、御不便を

おかけしたところあるんです。先ほどの大手企業さんのように、やっ

ぱり売るほうがちゃんと理解していただくのが一番、消費者にも分か

りやすくていいかなとは感じています。 

池上会長   ありがとうございます。 

 少しコメントさせていただきたいと思います。 

 まず、この気候市民会議の中で、家庭で取り組めることを議論する

点はとても素晴らしいと思いました。環境教育を重視するという点も

小金井市の目標としてあると思いますし、我々市民は実際何をすれば

いいのか、というところに対する情報発信にもなるかなと思いますの

で、すごくいい取組かなと思いました。 

 もう一つ、排出削減目標についてですけれども、この表を見ると、

小金井市だけ２６％、ほかは４６％とか５０％などとあります。見劣

りするというのは確かにそのとおりかなと思いますので、その数字を

変えるのは良いとも思います。ただ、そもそもこの２６％削減も、も

ともと国の対策や都の対策の効果が大半を占めていて、小金井市がで

きることは限られているよねという積み上げで出来た数字です。国の

目標が変わりました、ではそれに合わせて変えますというのは全くお

かしくないかなと思います。 

 ただ問題は、その目標の数字に向けた達成感を、毎年環境審議会で

議論するんですね。これまだ何度かありましたが、それってすごく不

毛だなと、個人的には思っていました。目標達成できました、できま

せんでした、それは小金井市のせいじゃないところを議論しているん

ですね。例えばＣＯ２の排出係数が変わりました、それで影響を大きく

受けて排出量が増えました、減りました。そんなことを議論しても、

小金井市の政策には何の役にも立たないし、小金井市の市民の成果で

は全くないところを評価していることになるかなと思うんです。 
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 だから、目標を立てるということは、大きな方向性を定めることと

して、あるいは、環境教育の一環、普及、環境啓発の一環として目標

を定めて、みんなでこういう世の中にしていきましょうということの

ために使うのは、すごく良いことかなと思います。小金井市も２０５

０年ゼロカーボンシティを目指すというのは既に発出していて、それ

に向かっていく方向性はもう決まっていると思います。それまでの間

の目標は、では何のためか。なかなか難しいかなと思いますけども、

周りの市に合わせるということであれば、それはそれでいいかなと思

うんですけど、それを達成できたできないで、毎年一喜一憂するのは

ちょっと違うかなと、個人的にはずっと思っていました。それでこの

目標、市として目標を立てることにすごく反対の意見をいっぱい述べ

てきたわけです。 

 では何が必要かというと、具体的に小金井市は何をするのかという

ところと、それを評価する指標が僕は必要かなと思っていて、具体的

に、例えば先ほど出てきましたけれども、小金井市の補助を受けて、

太陽光発電が累積で８１０世帯に入って、３,２５６キロワット導入さ

れたという数字があります。太陽光発電はＦＩＴの買取り制度があり

ますので、小金井市にどれだけ入っているかというのは資料が出てい

るので、先ほど調べたら、２０２４年６月の時点で、小金井市は、特

に１０キロワット未満の家庭部門に入りそうなサイズのものは約７,０

００キロワット。そのうちの約半分が小金井市の補助を受けていると

いう状況だとわかります。ではその７,０００キロワットというのがど

のくらいのものかということ、ほかの自治体と比べてどうかというこ

と、そこがすごく大事じゃないかと思います。例えばこの８１０世帯、

これも小金井市が直接補助金を出したところだけなので、出ている年

間のＣＯ２の排出削減量１,３８０トンという数字、これ小金井市の排

出量が先ほど資料２にもありますけど、３２万トンのうちの１,３００

トンであって、１％いかないくらいです。何年もかけて補助金を出し

てきて、小金井市のＣＯ２削減、１％いかないぐらいしか削減できない。

このくらいの規模感なんです。直接お金を出して削減できることなん

て、もうこれくらいなんです。小金井市としてお金を出してやれるこ

とはこれくらいで、本当にＣＯ２減らしていくためには、市民自らお金
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を出して、もちろん補助金をもらっても含めてですけど、対策してい

かないと減らないんですね。 

 でも、市の目標を立てると、こういう市がお金を出したところしか

計上できないみたいになってしまう。そもそも市の対策の効果だけを

直接計上する方法だと微々たる削減目標しか立てられないんです。だ

から小金井市の施策の評価を毎年するのであれば、もっと違う指標、

こんな全体のＣＯ２排出量がどうこうではなくて、もっと具体的に、小

金井市独自の環境啓発、例えば太陽光発電どんどん入れていきましょ

うという啓発をしました。それによって太陽光発電の普及がほかの自

治体より伸びてますと。例えばそういう施策をするとしたら、例えば

そういう指標で見ていかないと、小金井市として、ほかの自治体とど

こが違うんですか、みんな都の対策、国の対策で、みんな減らそうと

していますが、そことの違いはどこですかというところを、もっと見

えるようにしたいなというのをすごく思っています。そこに小金井市

の特徴は、環境教育というのが１つ大きな柱だと思うので、普及啓発、

先ほどの補助金の情報提供もすごく大事なことだと思います。それも

含めて環境啓発の一環だと思いますので、そういうところに力を入れ

るのがよいかと思います。自治体全体の排出量は、前にも申し上げま

したけれども、自治体の特徴の違いもあるし、自治体間の流動性、人

口の増減、企業の増減などで大きく影響を受けますので、そうではな

いもっと、これを増やすんです、増えていきましたというような、具

体的直接的な指標でもっと見ていかないと、全体の目標は国や都がち

ゃんとやってくれると。小金井市はそれを、その国の目標、都の目標

を達成するためにすべきことをしっかりと市民に伝えるとか、そうい

ったところに力を入れていくのがすごく大事かなと思います。 

 そういうことも含めて、市民に目標について考えてもらうというの

は、この気候市民会議の中での取組としていいかなとは思いました。

今回は目標を立てるのはいいけれども、それを使って小金井市として

一喜一憂するのはやめましょうというところを申し上げたかった。 

 目標を立てるのは国の方向性、都の方向性、それがあるのですごく

大事。それを市民に伝えることもすごく大事。小金井市が自らを評価

するところは全体の目標の達成度ではなくて、自らが独自で行ってい
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ること、あるいは力を入れていること、それがどう結果につながって

いるかというところを見れるものにすべきとすごく思っています。そ

ういう点で、これまで市全体の削減目標数値を更新することに消極的

でしたけれども、今回の他の自治体の数値と比べると、やっぱり見劣

りするところはどうしても残ってしまう。見劣りを避けたいのであれ

ば、手間をかけずに改定して、国の分はもう増えてるから増えますと

いうので十分ではないかと思います。市民の皆さんで具体的に数字を

出すのはなかなか難しいかなと思いますので、それは国の方向に賛同

するかどうか、あるいは、さらに自らどういう取組をして、プラスア

ルファでやれることがあるのかどうかとか、そういうところが気候市

民会議の議論になると、すごく意味があるのかなと思いました。 

 これから市民と、家庭だけじゃなくて、事業者もそうなんですけれ

ども、省エネ、例えば省エネチャレンジに、これまでやってきたよう

に節電しましょう。そういうのはもちろん、気持ちとしては大事です

けども、それだけじゃ絶対足りなくて、やっぱり機器の買い替えのタ

イミングはすごく大事だし、逃せない。今、例えば給湯器買い替えま

す。１０年、１５年使うかと思います。そうすると、今２０２５年で

２０３５年、２０４０年、そのときまで変わらないわけですね。そう

いう点で、何かの買い替えのタイミングで、どういう機器を選択する

かはすごく大事だし、喫緊の課題だと思うんです。今、新しいのを買

うと、しばらく買い替えはないので。家の建て替えもそうです。家の

ほうがもっと長いですね。家を建て替えると、もう、２０５０年は過

ぎると思います。家の建て替えのタイミング、車の買い替えもそうか

もしれない。いろんなものの買い替えのタイミングで、どういう機器

を選ぶかはすごく大事なので、そこを含めて環境啓発、取り組めれば

いいなと思います。 

高田委員   ちょっとよろしいですか。 

池上会長   はい。お願いします。 

高田委員   今の会長のお話、非常に賛同いたします。今話されたようなことを

市民の人にちゃんと開示すべきですね。この全体の民生部門５７％と

か、この内訳というのはどういうふうに計算されている。細かい数字

までは、計算式までは難しいかもしれませんけれども、その仕組みと
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いうのはやっぱりちゃんと開示すべきであるし、先ほど来、意見が出

ている補助金の仕組みとか、そういったこともやっぱり開示すべきだ

と思います。できるだけいろいろな情報は開示して、市民の人に理解

してもらって、そこからやっぱり脱炭素というのは前に進んでいくん

じゃないかなと思います。先ほど言っていた杉に換算するというのも、

広葉樹に換算するデータもあるはずです。いろんな研究があるはずで

す。森林総研なんかに聞くと、いろんなデータ持ってますので、一つ

一つは研究データかもしれないけれども、こういう研究データがあり

ますというのは複数出して、木が吸収する量というのはこれくらいな

んだというのを見てもらうと。杉だけじゃなくて、いろんなデータを

示すということはやっぱり大事だと思います。 

 それと、会長がおっしゃったように、６２区市町村で原単位で、そ

れを恐らく市町村ごとに原単位、多分つくっているんだと思うんです

けれども、それは大きなトレンドを見ていくということには有効だと

思います。東京都全体でね。東京都というのは、１つの町が境目がな

いといいますか、連続してるので、やっぱり全体で見ていくという見

方は、合理的だと思うんですけども、そのトレンドで見ていくことと、

我が町で取り組んだ成果がどのように見えるのかということとの二本

立てをやっぱり考えなきゃいけないんじゃないかなと。それをまず理

解した上で、全体として計算されたトレンドで、自分たちの努力の成

果を見ていくというのは、先ほど会長おっしゃったように、無理があ

ると思いますので、そこの仕組みを理解する、使い分けを理解するた

めにも、やはり市民の方にいろんな情報を提供していくということが

大事ではないかなと思います。以上です。 

池上会長   ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。よろしいですか。 

 ありがとうございました。それではいろいろな意見は気候市民会議

の皆様にも伝えていただけるということを伺っておりますので、皆さ

んの意見、ありがとうございました。 

 それでは残り、報告事項に移りたいと思います。では報告事項、（１）

番について、事務局から説明お願いいたします。 

高野係長   それでは資料３、令和７年度実施予定の主な事業というところで報

告させていただきます。また、資料の冊子として配付しております環
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境報告書についても併せて報告させていただきます。 

 資料３の２ページを御覧ください。こちらは来年度の主な事業にな

っておりまして、来年度、気候市民会議の開催と地球温暖化対策地域

推進計画の実施が主なところになってございます。特に（１）の気候

市民会議につきましては、令和７年度の市長の施政方針の中でも、３

つある重点な視点のうちの１つとして挙げられた事業となっておりま

すので、こちらにつきまして、市としましても、重要な施策として考

えているところです。 

 あと、環境基本計画の市民意識調査という５年に１回をめどに把握

するものを実施することであったり、（３）番目の地球温暖化対策地域

推進計画の見直しにつきましては、温室効果ガスの排出削減目標の検

討であったり、ロードマップの策定なども考えておりまして、今年の

１２月頃をめどにパブリックコメントを実施することを検討していま

す。 

 続きまして３ページ目です。３ページ目が、先ほどから御議論いた

だいております住宅用新エネルギー機器についてでして、予算額につ

いては、前年度比で２０％増の約２,０００万弱を想定しています。た

だ課題としましては、土屋委員からもお話があったとおり、令和６年

度には、７月に上限に達しましたので、希望者全員が申請できないと

いうような状況でした。令和６年７月に終わってしまってからも、

数々の問合せをいただいておりますので、来年度につきましても、早

くなくなってしまう可能性がありますが、もしなくなってしまった場

合、いろいろ方策を考えなければというところで考えております。 

 （２）番の次世代自動車につきましては、予算額を２００万円規模

で想定しています。今年度までは燃料電気自動車も対象にしていたの

ですけれども、これが１件もなかったところと、あと開始当初と比較

して、申請者数が伸び悩んでいるところもありますので、こちらにつ

きましては減額とさせていただきました。 

 ４ページを御覧ください。４ページでは、野川環境フィールドワー

クや、環境フォーラムについてを記載してございます。 

 続いて５ページを御覧ください。こちらは子どもに向けたワークシ

ョップ、森林教育事業、子ども環境ワークショップというのを実施予
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定です。 

 ６ページを御覧ください。環境啓発事業としまして、省エネチャレ

ンジ事業と環境賞の絵画の作品を今年度も募集したいと考えています。 

 続きまして７ページを御覧ください。７ページに書いてある環境講

座「地下水を学ぶ」につきましては、令和６年度から新規で実施して

います。こちらが、毎年８月１日が水の日として、それから１週間は

「水の週間」として指定されていて全国で様々な事業が展開されてい

ます。小金井市でも、水循環を学んでいただく機会として、「地下水を

学ぶ」と題しまして水循環の基礎、水質検査体験等の講座・ワークシ

ョップを実施しました。こちらは環境係で所管しているもう一つの審

議会である地下水保全会議の副会長をされております日本大学の山中

教授に講義等をしていただきまして、令和７年度も同様に実施する予

定でおります。小金井市の市の由来が諸説ある中で、黄金の水が出る

ところもありますので、水をＰＲできればなと考えこの事業を実施し

ております。ちなみに、多摩地域で水に関する講座を実施しているの

が、八王子市さんと、小金井市だけが水の日の事業にエントリーして

いて多摩地域の中でも進んだ取組なのではないかと思っているところ

です。 

 ８ページは環境楽習館の運営についてです。環境楽習館につきまし

ては、市立公園等とともに、令和６年４月から指定管理者制度を導入

していて、様々な事業を展開しています。令和６年度は「つるカメえ

んにち」という縁日を開催しましたが、様々な事業を展開しておりま

す。詳細につきましては、来年度にまた報告させていただければと思

っております。 

 早足となりますが、報告事項については以上となります。あと、資

料４として、冊子の「環境報告書（令和５年度版）」をお配りしていま

す。こちらにつきましては、できれば９月、１０月ぐらいにお配りで

きるように考えていましたが、年度末になってしまい申し訳ございま

せん。来年度につきましては、もう少し早い段階で令和６年度版のも

のを皆様にお諮りしながら完成できるように努めてまいりたいと考え

てございます。今年度の環境報告書につきましては、皆様からの御意

見様々いただいておりまして、反映できるところは反映させていただ
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きました。なかなか反映が難しいものについては御意見として賜り、

作成したものになってございます。コラム欄等も設けて、少しでも多

くの人に見ていただけるような形でということで、少し工夫した取組

として記載しておりますので、後ほど、御自宅に持って帰っていただ

いて、御確認いただければと思います。 

 私からは以上です。 

池上会長   ありがとうございます。何か皆様から御意見ありますでしょうか。 

近藤委員   よろしいですか。 

池上会長   近藤委員、お願いします。 

近藤委員   環境啓発事業で地下水のことをやるのは非常にいいことだと思いま

す。これに関連ではないんですけれども、ぜひ環境啓発事業の中で、

ごみ処理についてもちょっと触れていただきたいなと思っています。

というのは、ごみを集める人材が非常に今、少なくなっております。

さらに夏暑いときで、４０度を超える中でも清掃工場に持ち込む時間

が決まっているものですから、暑い時間帯でも集めなきゃいけないと

いうことで、非常に今、収集の作業員が集めにくい、それから体調を

崩しやすいという事情もありますので、そういった点を市民の方に分

かっていただきたいのが１つ。 

 それから、既に御承知かもしれないですけれども、一昨年の１月に、

町田市の清掃工場が、発電施設なんかもあって、非常にいい施設が出

来たにもかかわらず、火事で１か月後に使えなくなってしまいました。

それは何で使えなくなったかというと、リチウムイオン電池が入った

ものが、発見が遅れたために、中のほうで燃えてしまったために、も

う使えなくなってしまったというのがあります。袋を破くためにたた

くんですね。清掃工場で。たたいたときにリチウムイオン電池が発火

しちゃうんですね。それで実は、全国でも多いんですけど、今、町田

市では、空港の手荷物検査の機械を使って、ＡＩで電池を発見できる

ようなことをやっているんですけども、ＡＩは皆さん御存じだと思う

んですけども、１００％にならないんですね、精度は。９割くらいで、

どうしても１割くらい見逃してしまうというのがあって、それも今何

とか、それは人手を使って発見するようにしているんです。 

 実際に私、町田市の清掃工場で集まってきた袋を見させてもらって



 

 － 26 － 

非常に驚いたのが、燃えるごみの袋の中に、携帯電話とかパソコンを

そのまま入れている人がいるんです。意識の問題はあるのですが、あ

と、それからどこに電池があるか分からないから、そのまま出してい

る人もいるというのはあるんですけれども。それで１回、清掃工場で

火事を出してしまうと、それをまたほかの清掃工場に運ぶために、す

ごい、またＣＯ２を使ってしまうというのもありますので、ぜひ環境啓

発事業の中でも、そういったごみの問題に市民の方に興味を持ってい

ただけるといいなと思って、今お話しさせていただきました。 

高野係長   ありがとうございます。ちょうどいいお話いただきまして、小金井

市でも、直近でもリチウムイオン電池が混入していたことによって、

パッカー車を１台廃車にしてしまっている事例があり、これは全国的

にも大きな課題であると認識しているところです。環境部のごみ対策

課でも、小金井市のごみの減量推進キャラクターである「こつこつカ

メちゃん」という、学芸大学の先生にイメージしていただいたキャラ

クターがいるのですが、ちょうどそういったところもありまして、リ

チウムイオン電池混入防止アンバサダーという形で、こつこつカメち

ゃんに今年の１月に就任していただくなど、普及啓発をしているとこ

ろです。 

 資料の中でバイオマスプラスチックを使ったごみの指定袋というお

話もさせていただきましたが、ごみ対策課では、ごみ減量に関する取

組や、様々な出前講座等も実施しておりますので、そういったことも

環境審議会に御報告できればと思います。ありがとうございました。 

池上会長   ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 

和田委員   新規事業の中の（２）番、市民意識調査のほうですけれども、５年

に１回ということで、結構大事な調査なんだろうなと今、理解してい

るんですけど、これ、ちなみにどういったことを聞かれるんですか。

結構、環境に関する市民の意識調査は世の中たくさんあって、私は内

閣府の意識調査とか見るんですけど、結構たくさん参考になることが

聞かれてて、なぜ省エネに取り組まないのかとか、なぜＣＯ２に興味が

ないのかとか、結構タッチーな質問もあって非常に参考になるんです

けど、何かそういったところと、もし何か重複するくらいだったら、

あんまりそういうところと、市の、市民の方の意見も、大勢はあまり
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変わらないかなと思うので、何か小金井市ならではの、先ほど委員長

が言われたような何か小金井市独自の課題抽出に役立てるだとか、そ

ういったことに使えないのかなと思ったんですけど、どうですか。 

高野係長   ありがとうございます。小金井市での環境基本計画という、こちら

のピンクの冊子は１０年間の計画になるんですけれども、この中で、

計画を作成するときと、あと中間年度に当たるときに、５年に１回、

アンケートを実施しますということで記載させていただいています。

主な項目として、本当によくある、身近な環境の満足度であったり、

日常生活における環境に関する取組、家庭でどんなことを行っていま

すかというような調査であったり、小金井市が実施している環境につ

いての取組、どんなに認知、認識してますかというような、複数項目

ございまして、策定したときと５年間たったときと、無作為抽出なの

で、全く同じ方にお送りするわけではないんですけれども、それがど

の程度、市民の皆様に認識されているかというところを調査すること

を目的に実施しております。 

 ただ、おっしゃるとおり、全く同じことをやっても意味がない、と

までは言わないですけれども、それだけではなくて、５年間たって、

全く同じことをやるだけではなくて、新しい調査項目も取り入れなが

ら、市独自性が出せるような、国でやっているものと全く同じものを

小金井市版にするという形ではなく、独自性を出した調査で市民の皆

様の目に触れられるような形ものができればと想定しているところで

す。調査項目につきましても、環境審議会の中でも、またこちらもお

諮りをする予定になっておりますので、その中でまた御審議いただけ

ればと思っております。 

 以上です。 

和田委員   ありがとうございます。５年に１回ということなので、あんまり傾

向を見ていくというよりは、スポットで調査するという位置づけで構

わないと思いますので、何か急所を突くような質問事項をまた考えら

れればなと思いますので、協力させていただきます。 

高野係長   ありがとうございます。 

池上会長   ありがとうございます。ちなみに、これは５年前もやっていたこと

ですか。 
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高野係長   そうです。 

池上会長   大体この３,０００人の中で、どのくらい回答が集まるものですか。 

高野係長   前回ですと９４４件の回答、回収率で言うと３１％くらいで、ほか

の計画でも大体２０％台から３０％の前半という回答率というのが出

ているところです。 

池上会長   分かりました。大体１,０００人、１,０００世帯から情報が集まる

と思うと、まあまあいいのかなと思います。そういう意味では、先ほ

どもお話しした、市がどういうところに力を入れていくのかというと

ころとリンクした調査がここでできると、５年後までちょっと成果は

分からないですけど、５年後に向けて、むしろそういう意識の変化と

か、どういう設備を持っているかということの変化は、１年ごとにこ

ういう１,０００件抽出しても上がり下がりあると思うのですけど、５

年に１回なので、どういうふうに大きく変化してきているかというも

のを見れる、これもすごくいい機会だなと思います。ぜひ活用してい

ただければと思います。 

 ほか、いかがでしょうか。 

岩佐課長   今御意見いただいた５年に１回の調査というところもありますので、

気候市民会議と計画の策定について、支援業者を入れてやっていくわ

けですけども、今、プロポーザルをやっている最中ですので、業者さ

んが決まったら、打合せさせていただいて、なるべく分かりやすく、

市民の方にＰＲできればなということもございますし、あとごみの関

係も御意見いただきましたけれども、せっかくやっているのに市民の

方に周知できていないとか、そういったところもありますので、気候

市民会議に参加していただける方に情報周知をするとともに、周りの

方にも声をかけてもらえるような取組をやっていければなと思います

ので、今日いただいた御意見をプロポーザル後に、業者さんとの打合

せでも生かせるように、まとめてやっていきたいと思います。 

池上会長   ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。よろしいですか。 

高田委員   今の市民意識調査で３０％の方の回答、１,０００世帯くらいの回答

があるというのは非常にすごいなと思ったんですが、そこで、あまり

質問を増やすと回答率が下がっちゃうんですけども、エネルギーの使

用量、量を書いてもらうというのはちょっと厳しいかもしれないけれ
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ども、よく景気判断指標で使うような環境意識みたいな、何かそうい

う、例えば再生エネルギーが安く導入できれば、あなたは導入します

かとか、太陽光発電とか、再生エネルギーを家庭内で導入できるので

あればしたいと思いますかみたいな、景気判断指標みたいな聞き方で

あれば、そんなに苦労せずにお答えいただけると思うので、この１,０

００人という方の回答を何かうまく使って、指標にできれば面白いな。

先ほど近藤委員おっしゃったようなリサイクルの話とか、乾電池は分

別してますかということも含めて、何かこれを上手に、あまり負担に

ならない形で上手に使う工夫がもしあればいいなとちょっと思いまし

た。 

池上会長   ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょ

うか。 

 それでは続いて、（３）の次回の審議会の日程についてとその他につ

いて、事務局からお願いいたします。 

高野係長   それでは、審議は以上になります。簡単に、先ほどから、今週末に

環境フォーラムが開催されますというアナウンスさせていただいてい

ますが、環境団体の皆様と御協力していただきながら実施する予定で

ございますので、お子様向けのワークショップも多かったりはするん

ですけれども、環境映画祭という形で、土曜日には映画を２本上映し

たり、環境政策課や環境部の中での団体や、市内の環境団体さんの展

示等もありますので、もしお時間がありましたら、ぜひ足をお運びい

ただければと思います。 

 来年度の日程についてです。前回まで報告させていただいておりま

すが、気候市民会議等がある関係から、年に６回実施したいと考えて

おります。２か月に１回という形でタイトにはなってしまうんですけ

れども、また御協力をいただきたいというところと、５月の下旬から

６月上旬という形で第１回目を設定したいと考えております。また皆

様に、フォームで日程調整させていただきます。なかなか全員の日程

が合う日が難しい状況もありますので、皆様の予定になるべく合わせ

られる形にはしたいと思うのですけれども、人数が多いところで調整

させていただければと思っています。 

 また、６回のうち、何回かは夜間での開催も検討しておりますので、
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そちらにつきましても、御協力いただければと思います。 

 私からは以上です。 

池上会長   ありがとうございます。 

 それでは、ほかに全体を通して何か御意見等ございましたらお願い

いたします。お願いします。 

   ほかにないようでしたら、本日の議事は全て終了いたしましたので、

これをもって令和６年度第４回小金井市環境審議会の会議を閉会いた

します。ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


